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エコミューシアムとは 地域3本を一〕の|を物舘として別こて 地域東源の保存、復元 '白用について地
朝ヨ詩̀ 積極的に参加することで Uす への愛着を深な 交流を深めてしヽく活動で五

エコミュージ7ム ヘの思いを伝え、会場こ打話した2時 間
合併を機に エコミューシアム事業を広く市民守に知ってもらおうと 平成 19年 12月 8日 にエ

コミューシアムシツポシつムが開憧されました。城山公民館に90名近い参力8者を集め t まヽ 「二=

ミコーンPムう`あうしろtJ を テーマに基調報告とパネルディスカッションを行いましF_

口 郵 98告 ,山 □ 湾さん (元城山町毅育委員会数吉長)

はじめにタイズを4間 出題され 興 味づけをされました

城山町でき里山や「9社 寺 などを巡るモデルコース (ッアー)を 作り 地
元の人や育てる会の人が語るという5動を行っています 町馬J50年 を牲
によじめに書の写東展は3年 目 衛 遵を調べるグループもできてしヽます
城山町でエコミューシアムが目を向けなければならないのは自然や歴

史 民 泉などで 高 度成長を支えたダムや発電所もあり 大 型店舗も進出
してきています そ ういう社会変化の立場から8)とめてみることも出来ると思います

身近な展示物をli民の手て再発見して文1ヒ的な価値を高めてきF_と思います そ の11業のブロセ
スが学習となり 成 就感を涌足させて 学 Sこ との喜びを与えてくれるものと8い ます
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人と人とのつながり

子どもが」ヽ学生の85授業で
学習した原宿用水や捷FIB山の

伝税 縄 文時代体験rJ[見 て
しヽて楽しかったことが成山町
エコミューシアム (33jがまる
こと博物館になる)に 興味を
持ったベースになっていま
す

縄文03代から続く城山町の

歴史や文lL 目 林の豊かさを
後々まて保lrし継承していく
ことよ 地 1ヨtE民として重要
なことと3い ます

活動を通じて色々なるのお

話を削ける 人 と人とのつな
がりができることがうれしく
すっと続けていきたい喜いて
す

古老のFlt得カ

退職を前に この成山町で暮
らすには町のことを矢DりF_い
と思ってしヽF_lJにエコミュー

シアムという言嘉に出室い、ワ
ークショップに参aOしました
町をめぐるモデルコースをつ

くるうちに 自分の矢8らなかっ
た新ししヽことをえ8る喜びを得

ました
町の歴史や文化 自 然rJど

地域を学習する良ll場となつ

ています

る動では 語り部として地元

の方の生の声を閤さます 古壱

といわれる方の話ほ説得力が

あり 「博物館Jと して残すべ

き景重な事柄です

写真収集の喜び

2006年 戦後60年 町

制 50年 という節目の年に首
い写真を集めようと考えまし

た ひと口に集めると言つても

思いのほか難しかったのてす
が 六勢のちが協力してくださ
り た くさんの写真を収集し

データにし 展示をしてきまし

た これは これからも続けて

いくべき 「1専物館」としての活

動です
この写英収案を通して地1ヨ

ヘの理解が深まり 見えないも

のも見え 聞こ/tないものが関

こえてきました。そして 何よ

るヨ

りも 人とのふれあいの喜びを

けじられF_ことが 一番員かつ

F_ことです



自分の任んでいる土地をあまりにも知らなしヽ 知りにいとい
うことがエコミューシアムの活動に参力0する動機となってい
ます
城山町エコミューシアムま6年 経ら 今 まては話行鎗誤で進

めてきましたが、これからまきちんとした成果をだしていく03
tFtlになってきていると思llます。
多くの方にエコミューシアムの活動に参加していただき 学

S喜 びや 地 1引をまること体で感じてほしいと思しヽます
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(頓山BJエコミ
ューシラムを膏
てる室)

日 会塩この対露
先日 高てる会の方に素

山島コースを案内して頂
き グループで歩いてきま
した ガイドしてくれるシ
ステムがあったら良いと
8い ます (者 棄台在住)

A十ガィトブックの作成
案内板を立てる等も巻
えていま曳

ツアーに参JDしたの
ですが 曽 さんがおも
しろいまでにのめりこ
めたのは何だったので
すか?〈 久保沢在住)

八十参力oする万達と一緒に
過ごせる楽しさで曳

貴重な写真ですの
で 将 来出版し 町 を
知つて頂けたら良いと
雷います (小倉在住)

Aア ルバムにすること
や巡回の写真展の開催
も者えています

摩間でエコミュージ
アムを勉強し 写 真を
兵めたいと思っていま
す ど の様な力法で写
真を集められたのです
か?(摩 PRRtttt住)

AI広報紙に掲載したり

家藍勘間をしまuF_
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馬陽 唇一さん
(法融大学致袴)

今後の課題としては 樽物館として拠点づくり
野外展示物の選lP 脅 料の調査研究と記録化 目 録づくりなどが啄要に
なると0い ttrす
さらに市民に対する生涯学哲の保障とそれを支える仕組みづくりや経

航を図るためにエコミューシアム条栂!を制定してほしいと衛います __J

dお  し
うや襲 怖 ―下屋樹 ヨ革―

tFuttEI城北地区の榎本酒店の東側約50メ ート
ルのところにあります
八王子城打豊巨秀吉の軍に取められる競した陳

津久斉城へ伝令に走った菊馬武書が石成を知リム
チの代わりに持っていた梅の枝を追端に突きさし
ましF_ その価が根づき督になると花を咲かせま
した 土 地の人々はこれを 「下馬悔“引まうめ)」と
呼び大事にしてきました

城山町工EDミュージアムの活動は生ほ字習や賃
料の収兵 保 管 凋 査研究など宇 l」性の担保に共
通理解を得られやすい環境の下|こ行われてきてい
ることが特徴です ま た お 捜展示と企画展示と
いうユニークな展示活動もlIみられています。
住民参加の点ではエコミューシアムを簡てる会

が5年 いろいろな事業を行つているのも評価てき
る点です
首い写真を収票し展示会を開催し モ デルコー

ス作成時に退産に関わる(紀 億>の 収集と83録化
に努めるなど 住 民の主体的活動の萌雰がみられ
てきています

書の写真属

品林 義薪呂ヤ
1月 26日 に行われたワーク

ショッラては Oシ ンボシウムの
海実について C作 成予定の刀
イトフックと吉のU図 (大山道う
の編葉のねらいや内容について
桟信iしました

そのほ使 0年度には 以山町
砲項と境川流日の町田市の書の
写衷展も計画されています
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ェコミューシア△&勘 ま rtt山町ェぅミューシPAを 着て抱
力印 bとなつて進めていま曳 示0気あいあいと真しみなから行つて
います 識 のある力!よ 左記までご連絡ください

次回の催しには 皆 構もSる ってご彦an下さい


